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ス感染症の影響による需要減少などを要因とした米価下落を受けて、町の対応・対策を求めました。
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■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
３
号

補
正
前
総
額

⓽叅
億
８
５
６
７
万
５
千
円

補
正
額

㆒叅
億
９
５
３
１
万
７
千
円

補
正
後
総
額

㆒₀柒
億
８
０
９
９
万
２
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

□
総
務
費

・ 

総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

建
設
・
外
構
工
事

 

８
億
９
２
４
９
万
６
千
円

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
委
託
料

 

１
０
３
０
万
３
千
円

□
衛
生
費

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種

 

２
９
６
１
万
６
千
円

□
農
林
水
産
業
費

・ 

水
田
麦
・
大
豆
生
産
体
制

強
化
事
業
費
補
助
金

 

１
４
４
９
万
円

□
商
工
費

・ 

観
光
案
内
等
看
板
設
置
工

事

 

１
３
８
４
万
９
千
円

・ 

暮
ら
し
活
力
増
進
交
付
金

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

取
得
者
向
け
商
品
券
）

 

２
７
９
５
万
円

□
土
木
費

・
出
会
橋
補
修
工
事

 

１
１
２
３
万
５
千
円

□
教
育
費

・ 
こ
ど
ま
り
小
中
学
校
用

　

備
品
購
入
費

 
６
０
９
９
万
４
千
円

■ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
２
号

□
事
業
勘
定

補
正
前
総
額

㆒⓹
億
６
２
４
２
万
６
千
円

補
正
額

９
１
４
２
万
円

補
正
後
総
額

㆒⓺
億
５
３
８
４
万
６
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

８
２
９
７
万
７
千
円

□
診
療
施
設
勘
定

補
正
前
総
額

１
億
４
２
７
９
万
円

補
正
額

㆒叅
万
２
千
円

補
正
後
総
額

１
億
４
２
９
２
万
２
千
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
第
２
号

補
正
前
総
額

㆒⓼
億
２
３
２
４
万
２
千
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
向
け
た
町
独
自
策
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
も

　議会が議決または決定すべき案件について、議会を
招集する時間的余裕がないとき、町長が代わって意思
決定することです。専決処分をしたときは、次の議会
に報告し承認を求めます。

【専決処分（せんけつしょぶん）】

（
仮
称
）
中
泊
町
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
へ

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
９
月

10
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
７
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
荒
関
富
雄
議
員
、

秋
元
隆
議
員
、
塚
本
悦
子
議
員
、
成
田
直
人
議
員
、
今

博
子
議
員
の
５
名
が
町
部
局
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
８
日
、
９
日
は
、
議
員
全
員
で
組
織
さ
れ
る
決
算
特

別
員
会（
委
員
長・長
利
司
、
副
委
員
長・秋
田
博
）が
開

か
れ
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の
決

算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
10
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
、
決
算
の
認
定
や
条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
議
案
14
件
、
報
告
６
件
、
発
議
１
件
の
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

第３回

定例会

９月３日
　～９月10日

補
正
予
算
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補
正
額

２
８
１
９
万
４
千
円

補
正
後
総
額

㆒⓼
億
５
１
４
３
万
６
千
円

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次

の
と
お
り
。

・
介
護
給
付
費
準
備
積
立
金

２
２
２
３
万
６
千
円

■ 

中
泊
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る
条

文
の
整
備

■ 

中
泊
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る
条

例
の
一
部
改
正

■ 

中
泊
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
の
基
準
に
基

づ
き
、
支
援
員
を
２
人
以
上

配
置
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正

■ 

中
泊
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
条
文
の
整
備

■ 
中
泊
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
及
び
省
令
の
公
布
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の

■ 

令
和
２
年
度
中
泊
町
財
政

健
全
化
判
断
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の

■ 

令
和
２
年
度
中
泊
町
公
営

企
業
会
計
に
係
る
資
金
不

足
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の

■ 

令
和
３
年
度
中
泊
町
教
育

委
員
会
事
務
の
管
理
・
執

行
状
況
の
点
検
及
び
評
価

報
告
書

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
に
報
告
す

る
も
の

■ 

令
和
２
年
度
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
認
定

　

詳
し
く
は
９
ペ
ー
ジ

■ 

中
泊
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５

か
年
の
計
画
を
策
定
し
、
過

疎
対
策
の
推
進
す
る
も
の

■ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

社
会
保
障
関
係
費
の
増
大

を
踏
ま
え
た
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
も
の

傍聴席は、あなたの席です！！
中泊町令和３年第４回定例会は12月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

※耳が不自由な方にはイヤホンをお貸しします。遠慮なくお申し出ください。

～新型コロナウイルス感染症まん延防止にご協力ください～

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴される方には

次のことをお願いしています。

・発熱があるなどの体調不良の方、マスク着用

　のない方の入場はお断りします。

・入場時には検温をし、37.5度以上ある方の入

　場はお断りしています。

・入場時には手指消毒をお願いします。

報
　
　
告

そ 

の 

他

発
　
　
議

条
例
関
係

専
決
処
分
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核
家
族
化
が
進
み
、
一
人
世

帯
も
多
く
見
ら
れ
る
。
孤
独
死

と
孤
立
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る

が
、
対
応
策
を
示
せ
。

　

孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
兼
任
集
落
支
援
員

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
全
体
で
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
現
在

建
設
を
進
め
て
い
る（
仮
称
）中
泊
町
総
合

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
ま
で
世

代
間
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
こ
の
セ

ン
タ
ー
を
位
置
づ
け
、
全
て
の
世
代
の
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
進
め
た
い
。

　

過
去
に
地
区
懇
談
会
で
も
要

望
が
あ
っ
た
、
小
泊
地
区
の
国

道
３
３
９
号
を
通
っ
て
買
物
に
行
く

歩
行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
対

応
状
況
を
示
せ
。

　

道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に
対
し

て
は
、
引
き
続
き
安
全
対
策
に
向

け
た
要
望
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

下
前
地
区
の
除
排
雪
の
体

制
・
対
策
、
節
水
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
小
泊
地
域
の
給
水
状
況
に

つ
い
て
示
せ
。

　

昨
年
度
は
大
雪
の
た
め
、
排
雪

用
の
大
型
ダ
ン
プ
の
需
要
が
急
増

し
、
県
道
の
排
雪
作
業
が
遅
れ
た
と
聞
い

て
い
る
。
町
道
も
道
路
拡
幅
が
遅
れ
て
し

ま
う
状
況
が
全
体
的
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ
て
県
へ
要
請

を
行
っ
て
い
た
が
、
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
今
ま
で
以
上
に
県
と
連
絡
を

密
に
し
、
除
排
雪
作
業
業
務
を
進
め
る
。

　

小
泊
地
域
の
水
道
水
は
、
小
泊

川
水
系
で
あ
る
冬
部
川
と
小
泊
ダ

ム
か
ら
取
水
、
小
泊
・
下
前
地
区
の
１
，

２
３
５
世
帯
に
供
給
、
１
世
帯
当
た
り
の

１
日
の
供
給
量
は
約
７
１
０
リ
ッ
ト
ル
で
、

全
体
の
73
・
３
％
が
冬
部
川
、
26
・
７
％
が

小
泊
ダ
ム
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
泊
地
域
の
夏
場
の
渇
水
対
策
は
、
冬

部
川
取
水
口
の
下
流
付
近
に
湧
き
水
を
確

認
し
て
お
り
、
取
水
流
量
の
限
界
域
に
達

す
る
と
、
こ
の
場
所
か
ら
も
原
水
を
確
保

し
て
い
る
。
緊
急
時
に
は
、
中
里
地
域
か

ら
の
給
水
タ
ン
ク
、
給
水
バ
ッ
ク
に
よ
る

搬
送
対
応
も
可
能
で
、
併
せ
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
防
災
無
線
で
節
水
の
お
願
い
を
す

る
こ
と
で
、
十
分
な
水
道
水
の
確
保
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

町 長

課 長

課 長

副町長

荒関 富雄 議員

福祉行政、交通安全、
そして防災対策

この３点を問う！

小 泊 ダ ム

（仮称）総合福祉健康センター
（イメージ図）

議 員議 員

議 員
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一般質問掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。



　

昨
年
の
豪
雪
を
受
け
、
今
年

度
の
町
の
対
応
を
示
せ
。

　

令
和
３
年
１
月
に
中
泊
町
豪
雪

対
策
本
部
設
置
要
綱
を
策
定
し
、

今
年
度
は
こ
の
要
綱
に
沿
っ
て
除
排
雪
事

業
計
画
を
作
成
し
、
設
置
基
準
に
新
た
に

風
雪
等
に
よ
り
道
路
交
通
の
確
保
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
を
追
加
す
る
な
ど
豪
雪
対

策
本
部
の
設
置
基
準
を
広
げ
、
対
策
強
化

を
図
る
。

　

地
吹
雪
、
吹
き
だ
ま
り
な
ど

が
発
生
し
や
す
く
、
通
行
に
支

障
を
き
た
す
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、

竹
田
地
区
の
住
民
か
ら
は
﹁
陸
の
孤

島
﹂
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
話
も

聞
い
た
が
、
そ
れ
ら
へ
の
対
処
策
を

示
せ
。

　

ま
た
、
津
軽
令
和
大
橋
へ
続
く
五

所
川
原
車
力
線
の
バ
イ
パ
ス
に
は
、

橋
の
付
近
に
防
雪
柵
が
な
く
、
難
所

と
化
し
て
い
る
が
そ
の
対
応
も
示
せ
。

　

県
管
理
の
路
線
に
対
し
て
は
、

県
と
の
情
報
共
有
を
密
に
し
、
速

や
か
に
除
排
雪
作
業
を
進
め
ら
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
く
。

　

五
所
川
原
車
力
線
の
防
雪
柵
が
な
い
か

所
は
、
管
理
者
の
県
へ
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
盛
り
土
な
ど
の
構
造
上
の
問
題
で

防
雪
柵
の
設
置
が
難
し
く
、
設
置
は
ま
だ

検
討
中
で
あ
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

道
路
や
そ
の
管
理
者
に
よ
っ

て
連
絡
先
が
異
な
る
が
、
除
排

雪
の
総
合
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

総
合
窓
口
の
設
置
は
本
来
、
各

所
の
連
絡
先
を
知
っ
て
い
る
役
場

へ
電
話
す
る
と
、
県
道
、
町
道
を
問
わ
ず

担
当
課
が
対
応
す
る
こ
と
が
通
常
の
体
制

で
あ
る
と
考
え
る
。
総
合
窓
口
を
設
け
な

く
と
も
、
役
場
担
当
課
と
関
係
機
関
の
連

絡
体
制
を
よ
り
盤
石
に
す
る
。

　議案などに対し議会の意思（可否）を決定することで、次のよ
うな種類があります。
　・可決（否決）：予算、条例、契約、意見書、決議、
　　その他に関する議案
　・認定（不認定）：決算
　・承認（不承認）：専決処分
　・同意（不同意）：人事案件

【議 決 （ぎけつ）】

　・可決（否決）：予算、条例、契約、意見書、決議、

課 長課 長

秋元 　隆 議員

昨年度の豪雪を受けて
今年度の対応は！

通行の安全の確保は！

積雪が多く狭くなった道路
（令和3年1月）

町 長

議 員議 員

議 員
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町政を問う！ 一般質問では、議員が町政に関する報告や
説明を求めたり、疑問をただしたりします。



　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ

の
町
の
考
え
方
と
目
指
す
授
業

像
を
示
せ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
や
、
教
職
員
の
事

務
的
負
担
軽
減
な
ど
を
図
り
、
児
童
生
徒

の
指
導
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

整
備
を
推
し
進
め
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
、
指
導
体
制
、
こ
の
三
位
一
体
で
取

り
組
む
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化

に
対
応
し
た
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ

る
持
続
可
能
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
が
、
町
と
し
て
は
基
本
的
に
考
え

て
い
る
。

　

町
の
目
指
す
授
業
像
を
示
せ
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
基
本
期
、

標
準
期
、
発
展
期
の
３
期
に
よ
り

授
業
づ
く
り
支
援
や
各
種
研
修
、
教
育
用

コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。

　

町
内
の
小
中
学
校
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

令
和
３
年
１
月
に
町
内
小
中
学

校
に
合
計
６
０
９
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
整
備
し
た
。

　

利
用
状
況
は
、
算
数
・
数
学
、
理
科
、

社
会
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
活

用
さ
れ
、
ま
た
、
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
を

実
験
的
に
行
い
、
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
接
続
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
、
持
ち
帰

り
学
習
を
視
野
に
入
れ
た
活
用
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　議長と副議長は、議員の中から選挙で選ばれ
ます。議長は議会を代表するとともに、議場の
秩序を守り、会議を進めます。副議長は議長が
出席できないときなど、議長の代わりを務めま
す。

【議長・副議長 （ぎちょう・ふくぎちょう）】

課 長 教育長

塚本 悦子 議員

GIGAスクール構想
目指す授業像と

町の進捗状況を示せ

タブレット端末と電子黒板を用いた授業の様子

議 員

議 員議 員
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一般質問掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。



　

台
風
や
局
所
的
な
大
雨
に
よ

り
河
川
氾
濫
、
浸
水
被
害
、
土

砂
災
害
な
ど
の
被
害
の
報
道
が
あ
る

が
、
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
伴
う

避
難
指
示
の
発
令
基
準
を
示
せ
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
、
当
町
に
お
い
て
も
﹁
中
泊
町

避
難
情
報
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

で
定
め
る
警
戒
レ
ベ
ル
５
段
階
で
避
難
情

報
の
発
令
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
避
難
指
示
の
発
令
基
準
は
、
当
町
を
流

れ
る
９
河
川
の
氾
濫
危
険
水
位
を
基
準
に

避
難
指
示
の
発
令
を
検
討
す
る
が
、
水
位

以
外
の
気
象
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
発
令
す
る
。

　

町
内
の
堤
防
な
ど
の
整
備
点

検
状
況
を
示
せ
。

　

国
管
理
の
岩
木
川
は
年
１
回
、

県
管
理
の
８
河
川
は
５
年
に
１
回

の
堤
防
点
検
に
加
え
、
月
２
回
の
定
期
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
町

管
理
の
河
川
は
半
年
に
１
回
の
点
検
の
ほ

か
、
状
況
に
応
じ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
。

　

中
泊
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載
の
指
定
避
難
所
ま
で
、

具
体
的
な
避
難
行
動
を
示
せ
。

　

岩
木
川
と
金
木
川
の
氾
濫
に
よ

る
災
害
時
に
は
、
避
難
所
ま
で
遠

い
た
め
、
バ
ス
で
の
避
難
を
想
定
し
て
い

る
が
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

気
象
状
況
や
今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

避
難
完
了
ま
で
の
時
間
を
可
能
な
限
り
確

保
し
た
上
で
、
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う

対
応
す
る
。

町 長

課 長

成田 直人 議員

改正災害対策基本法に
伴う避難指示の基準は！
避難行動の考え方は！

芦野地区避難訓練の様子

町 長

議会中継は初日から最終日までインターネット配信しています

また、議会会議録をネット上で公開しています。
町ホームページ（トップページ → 議会 → 会議録）からご覧下さい。

役場本庁舎・総合文化センター「パルナス」
小泊支所・すくすくしたまえ館

でもご覧になれます。ぜひご利用下さい。

　インターネット配信の視聴は
　　　http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でご覧になれます。

←コチラからも
　アクセス
　できます

議 員議 員

議 員
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町政を問う！ 一般質問では、議員が町政に関する報告や
説明を求めたり、疑問をただしたりします。



ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
抑
制
対
策
を
示
せ
。

　

中
里
斎
場
は
、
平
成
23
年
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
抑
え
る
改
修
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。
小
泊
斎
場
は
、
建

設
当
初
か
ら
環
境
基
準
に
則
し
て
い
る
。

２
斎
場
の
耐
用
年
数
を
示
せ
。

　

中
里
斎
場
は
昭
和
54
年
建
設
、

平
成
21
年
に
一
部
改
修
、
火
葬
炉

は
年
２
回
の
設
備
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

小
泊
斎
場
は
平
成
４
年
に
建
設
し
、
火
葬

炉
は
年
１
回
の
設
備
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
２
斎
場
と
も
に
、
建
物
の
修
繕
は
必

要
が
無
く
、
火
葬
炉
も
定
期
点
検
し
て
い

る
た
め
、
今
後
30
年
以
上
は
使
用
可
能
と

見
通
し
て
い
る
。

　

利
用
状
況
と
維
持
管
理
の
状

況
を
示
せ
。

　

平
成
28
年
か
ら
令
和
２
年
の
５

年
間
の
２
斎
場
利
用
状
況
は
、
年

平
均
約
２
０
０
件
、
収
入
は
年
平
均
約
２

０
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
維
持
管
理
費

は
、
人
件
費
を
除
い
た
燃
料
費
、
光
熱
費
、

消
防
設
備
費
、
設
備
点
検
や
修
繕
料
な
ど

の
合
計
が
年
平
均
約
５
２
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
中
泊
町
斎
場
の

あ
り
方
、
方
向
性
や
考
え
方
を

示
せ
。　

中
泊
町
の
人
口
は
、
平
成
28
年

か
ら
令
和
２
年
ま
で
の
５
年
間
で

毎
年
約
２
７
０
人
が
減
少
し
、
今
後
も
さ

ら
な
る
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

維
持
管
理
費
も
施
設
老
朽
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
利
用
減
少
を
考
慮
し
、
今
後
の

維
持
検
討
に
は
、
町
独
自
で
の
管
理
運
営

の
み
な
ら
ず
、
広
域
化
を
視
野
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

課 長

課 長課 長

今　 博子 議員

中里斎場と小泊斎場の
環境対応、利用状況、
維持管理の見通しは

中 里 斎 場

小 泊 斎 場

町 長

議 員議 員

議 員

議 員
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掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。 一般質問



　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
歳
入
98
億
６

４
２
８
万
３
５
９
１
円
、
歳

出
96
億
３
６
３
４
万
４
０
３

３
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
越
す

べ
き
財
源
１
億
６
５
６
万
６

千
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、
１
億
２
１
３
７
万
３

５
５
８
円
の
黒
字
決
算
と
な

っ
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
全
会
計

が
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
四
指

標
で
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
0.6
％
増
加
、
将
来
負
担
比

率
は
4.7
％
の
減
少
と
な
り
、

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
っ
て
い
る
。

※
１
実
質
赤
字
比
率
と
は

　

広
い
目
的
に
使
わ
れ
る
「
一

般
会
計
」
の
赤
字
額
が
、
地
方

税
や
地
方
交
付
税
等
の
財
源
規

模（
財
政
標
準
規
模
）と
比
べ
て

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
指
標
化
し

た
も
の
。

※ 

２
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は

　
「
一
般
会
計
」
だ
け
で
は
な
く
、

特
別
会
計
も
含
め
た
全
会
計
を

合
算
し
町
全
体
と
し
て
の
赤
字

額
を
指
標
化
し
た
も
の
。
一
般

の
会
社
で
行
わ
れ
て
い
る
「
連

結
決
算
」
と
同
じ
意
味
合
い
を

持
つ
。

※
３
実
質
公
債
費
率
と
は

　

借
入
金
の
返
済
や
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
が
、
標
準
財
政
規
模

に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

指
標
化
し
た
も
の
。
こ
の
数
字

が
大
き
い
ほ
ど
借
入
金
返
済
に

追
わ
れ
、
資
金
繰
り
が
苦
し
い
。

※
４
将
来
負
担
比
率
と
は

　

借
入
金
の
返
済
や
将
来
負
担

に
な
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
残

高
を
、
標
準
財
政
規
模
に
対
し

て
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
指
標
化

し
た
も
の
。
こ
の
数
字
が
大
き

い
と
、
現
在
の
負
担
は
そ
れ
ほ

ど
で
な
く
て
も
、
将
来
必
要
に

な
る
負
担
が
大
き
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
生

活
様
式
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
。

　

自
主
財
源
が
少
な
い
脆
弱

な
財
政
構
造
な
ど
、
町
を
巡

る
さ
ま
ざ
ま
な
難
し
い
課
題

に
向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　

財
源
及
び
国
、
県
の
補
助

制
度
等
を
活
用
し
た
歳
入
の

確
保
と
、
職
員
ひ
と
り
一
人

の
強
い
コ
ス
ト
意
識
と
創
意

工
夫
に
よ
る
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
、
財
政
健
全
化
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
安

全
・
安
心
、
住
み
よ
い
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
効
率
的
・

効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
、

限
り
あ
る
財
源
を
最
大
限
有

効
に
活
用
し
つ
つ
、
町
財
政

が
抱
え
る
諸
課
題
を
踏
ま
え

た
中
長
期
的
な
視
点
で
の
行

財
政
運
営
の
推
進
を
望
む
。

科　　目
令和２年度　決　算　額 令和２年度

歳入歳出差引額
令和元年度
歳入歳出差引額歳　入 歳　出

一 般 会 計 9,864,283,591 9,636,344,033 227,939,558 177,554,890

各
　
特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険（事業勘定） 1,681,566,354 1,592,392,473 89,173,881 117,099,220

国民健康保険（診療施設勘定） 143,691,842 143,691,510 1,332 1,047

介 護 保 険 事 業 1,854,104,061 1,819,667,907 34,436,154 15,863,054

農 業 集 落 排 水 事 業 41,469,728 40,944,089 525,639 475,381

漁 業 集 落 排 水 事 業 26,945,351 26,581,754 363,597 316,143

後 期 高 齢 者 医 療 285,312,022 281,727,610 3,584,412 3,518,781

水 道 事 業（収 益 的 収 支） 364,289,716 297,006,323 67,283,393 51,029,896

合　　　計 14,261,662,665 13,838,355,699 423,307,966 365,858,412

健全化判断比率 令和２年度 令和元年度 早期健全化基準

実質赤字比率※1 － － 15

連結実質赤字比率※2 － － 20

実質公債費比率※3 11.1 10.5 25

将来負担比率※4 84.1 88.8 350

（単位：円）

　９月８日～９日の２日間、全議員をもって構成する決算特別委員会（委員長・長
利司、副委員長・秋田洋）が開かれ、付託された令和２年度決算の審議が行われま
した。10日には採決が行われ、いずれも全会一致で認定されました。

表１　令和２年度 決算額一覧表

令和２年度 全会計黒字決算
全会一致で可決

決算特別委員会（９/８～９/９）

（単位：％）
表２　財政健全化判断比率

決
算
監
査
意
見

外
﨑
良
造
代
表
監
査
委
員

決算特別委員長
長 利 　司

中泊町議会ガイド　第 66 号
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活 動 報 告

　８月15日㈰に宮越家「離れ・
庭園」で、東京2020パラリンピ
ック聖火フェスティバルに際して
中泊町採火式が行われました。
　中泊町議会を代表して川山光則
議長は「大変喜ばしい限りで、町
民のみなさんも、大いに誇りに思
ってほしい」とあいさつしました。
　この採火式で灯された火は内潟
療護園への聖火ビジット、県内集
火・出立式を経て、全国各地から
集まった火と一つになり聖火台に
灯されました。

　10月15日㈮に深浦町役場で西北津軽郡町議会議長会の第２回協議会が開かれ、
川山光則議長が出席しました。
　西北津軽郡町議会議長会は、中泊町、板柳町、鰺ヶ沢町、深浦町の４町議会議長
によって構成されています。

　10月20日㈬に青森市の青森県
労働福祉会館で正副議長・事務局
長研修会が開催され、中泊町議会
からは川山光則議長と荒関富雄副
議長が出席しました。
　研修会では、新潟県立大学国際
地域学部で国際地域学科准教授の
田口一博氏を講師に招き、「議会
活動と議会の関係について」と題
した講演が行われました。

東京2020パラリンピック採火式

西北津軽郡町議会議長会 第２回協議会

正副議長・事務局長研修会

中泊町議会ガイド　第 66 号
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委 員 会 だ よ り

○令和３年８月６日㈮
　　第５回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 令和３年第２回中泊町議会定例会会期日程
及び議会運営に関する事項について

　　⑵　 決算特別委員会の組織及び委員会日程につ
いて

　　⑶　 その他

○令和３年８月叅㆒日㈫
　　第６回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 一般質問について
　　⑵ 提出議案について
　　⑶　その他

○令和３年７月㆓₀日㈫
　　第３回広報委員会
　〈案　件〉

　　⑴　議会ガイド第65号（案）について
　　⑵　その他

　令和３年７月７日㈮に第１回産業福祉常任委員会が開かれ、秋田博委員長、成田直
人副委員長、野上憲幸議員、秋元隆委員、荒関富雄委員、今博子委員、オブザーバー
として川山光則議長が、洋上風力発電事業勉強会の開催について話し合いました。
　７月14日㈬には中泊町議会議員勉強会が開催され、洋上風力発電事業への理解を
深めました。勉強会後には、中泊町議会洋上風力発電事業推進協議会が発足しました。
　詳しくは、中泊町議会ガイド第65号の１ページ（表紙）をご覧下さい。

議会運営委員会 （委員長　青山 雅晴）

広報委員会 （委員長　成田 直人）

産業福祉常任委員会 （委員長　秋田　 博）

議会運営委員会の様子

広報委員会の様子

中泊町議会ガイド　第 66 号
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６
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

７
日　

中
泊
町
議
会
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

14
日　

中
泊
町
議
会
洋
上
風
力
発
電
事
業
勉
強
会
・

　
　
　

中
泊
町
議
会
洋
上
風
力
発
電
事
業
推
進
協
議
会

15
日　

中
泊
町
献
血
推
進
協
議
会

　
　
　

中
泊
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

16
日　

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組　

第
２
回
臨
時
会

20
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
広
報
委
員
会

３
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会
第
１
回
協
議
会

６
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

15
日　

 

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
係
る
中
泊
町
採
火
式

31
日　

 

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

３
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
開
会
）

６
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
臨
時
会

７
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
）

８
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
決
算
特
別
委
員
会
）

９
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
定
例
会
閉
会

（
決
算
特
別
委
員
会
）

10
日　

第
３
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
閉
会
）

14
日　

中
里
高
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

24
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
臨
時
会

９　月 ７　月８ 月

厚生労働省HPから

編編
集集
後後
記記

▼
昭
和
39
年
、
戦
後
復
興
の
集
大

成
で
あ
り
、
国
を
挙
げ
歓
喜
で
沸

き
立
つ
中
、
東
京
五
輪
が
開
幕
。

夢
の
新
幹
線
が
走
り
、
立
体
的
な

首
都
圏
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、

高
度
成
長
期
を
象
徴
す
る
環
境
下
、

東
京
の
青
空
に
五
つ
の
丸
い
輪
が

描
か
れ
、
日
本
選
手
の
大
活
躍
と

相
ま
っ
て
、〝
近
代
国
家
・
日
本
〞

を
世
界
に
発
信
し
平
和
の
祭
典
は

成
功
裏
で
閉
幕
。

▼
爾
来
57
年
の
歳
月
を
経
て
、
７

月
に
待
望
の
東
京
五
輪
が
戻
っ
て

き
た
。
た
だ
、
開
催
に
至
る
道
の

り
は
平
坦
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
流

行
の
た
め
１
年
間
延
長
。
概
ね
無

観
客
で
の
開
催
や
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
る
紆
余
曲
折
と
、
世
論
が

賛
否
両
論
に
揺
れ
る
状
況
で
開
幕

と
な
っ
た
。

▼
限
ら
れ
た
選
手
生
命
を
こ
の
瞬

間
に
賭
け
る
た
め
肉
体
・
技
術
・

集
中
力
を
極
限
ま
で
高
め
、
鍛
錬

し
続
け
て
き
た
５
年
間
。
競
技
を

終
え
た
選
手
の
多
く
は
『
五
輪
に

感
謝
』
と
、
真
の
言
葉
を
発
し
た
。

▼
私
た
ち
は
、
超
人
的
ス
ー
パ
ー

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
感
銘
を
受

け
つ
つ
、
や
ら
な
け
れ
ば
何
も
生

ま
れ
な
い
こ
と
を
知
り
、〝
東
京

２
０
２
０
五
輪
の
熱
い
夏
〞
は
静

か
に
幕
を
閉
じ
た
。

 

〈
委
員
長
・
成
田
直
人
〉

中泊町議会ガイド　第 66 号
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